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・中部地方整備局 高山国道事務所 ・岐阜県 下呂警察署 
・岐阜県 下呂土木事務所     ・下呂市消防本部 
・下呂市役所           ・中部電力株式会社 高山営業所 
  

平成３０年１０月１０日 

１．【概要】 今年度は大規模な災害が多く、飛騨地域の国道、県道、市道など、複数の箇所  
      で被害が出ました。 
       特に下呂市では「平成３０年７月豪雨」時に連続雨量２５０ｍｍ以上を記録し、  
      土砂流出が発生しました。また、「台風２１号」では最大瞬間風速３０ｍ／ｓを 
      超え、倒木が発生しました。 
       このような災害に備えるため、高山国道事務所では、道路啓開訓練を行います。   
      これは、大雨等の自然災害時における道路啓開について、関係機関と連携手順・  
      役割について確認し、迅速な復旧及び救助活動のために行う訓練です。 
       今年度は、初めての参加となる下呂土木事務所、下呂市役所をはじめ、下呂 
      警察署、下呂市消防本部、中部電力株式会社高山営業所と合同で訓練を行います。  

２．【日時】 平成３０年１０月１６日（火）１３：１５～ １５：１５ ※小雨決行 
       （予備日）１０月１７日（水）１３：１５～ １５：１５ 
 
３．【場所】 『下呂総合庁舎』 岐阜県下呂市萩原町羽根２６０５－１（位置図参照） 

５．【問い合わせ先】 中部地方整備局 高山国道事務所 
           管理第一課長  高野 元彦（たかの もとひこ） 
           TEL:0577-36-3823     FAX:0577-36-3841 

４．【配布先】 高山記者クラブ、下呂市 

【訓練想定】 
 ・下呂市萩原町で連続雨量２５０ｍｍを超える降雨が生じ、国道４１号の法面が崩落。本線 
  上を土砂が覆い、上下線共に通行が寸断。 
 ・普通車両１台が土砂に被災（要救助者あり）。後続車両は危機回避のため、車両を放置し 
  て現場より退避。 
 ・県道走行車両と国道走行車両が衝突事故を起こし、後続車両後方に車両滞留が発生。 
 ・滞留車両及び放置車両により、緊急車両が被災車両の救助に向かえない状況。 
 ・被災地付近には、土砂とともに電柱が倒壊しており、通行の障害になっている。また、切 
  断された電線が路面に接触している状況。 
    

『道路啓開訓練』の実施 
―いつ災害が起きても迅速に復旧、救助を行うために― 

「国・県・市」初めての共同訓練 



※お越しの際は、訓練会場図記載の駐車場をご利用ください。 
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